




Effect of the 2000 Eruption of Mt. Usu Volcano
on Socio-Economic Environment
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7年 8月以来 23年ぶりの噴火であった｡ 道路交通規制に伴う迂回がもたらした損失額の算
8























































対策本部を設置したのは､北海道が 3月 28日午前 3





被災 3市町ともに 3月 31日(噴火当日)で､伊達市で




















































































































これにより､国道 5号及び 276号の交 知された｡
し､国道 5 通量が増加
720 号では噴火前に比べて 3700台増加し 






























図-3 交通規制 至函館G 3(4月 1
 
















後の経過として 11月 25日号に転換しているは､虻田町本町｡ そのと
温泉町を結ぶ直通道路が完成､開通することとなっ
図-5 交通規制 至函館G
(6)2001年 5 (7月 13日～ 1 1月 24日) 
20 3月末現在の交通規制01年 2月 9日に交通規制区
爺湖 IC～伊達 ICまでが開通 間であった虻田洞
点の規制区間は虻田洞爺湖仮し､ 2001年 3月末時
図-4 交通規制 至函館 G4 (5月 24日～ 
























































































































































































(1)伊達市防災会議 ,伊達市地域防災計画 ,(1999) 
(2)室蘭開発建設部,有珠山火山災害による影響調査, 
(2000) 
(3)北海道建設部,有珠山噴火 半年の軌跡 ,(2000) 
(4)虞井情 ,災害情報論 ,恒星社厚生閣 ,(1991)
表-1情報発信の流れと企業がとった主な措置
情報の種類 情報の内容 企業各社がとった主な措置 












3月30日 JR室蘭本線が運休 (旅客.貨物) 
○有珠山噴火対策本部を設置トラック代行輸送の開始
とともに船舶代行輸送区間を選定し､輸送力を確保
3月31 火山活動
臨時火山情報
日 地震回数がピークに達する13時10分頃23年ぶりに有珠山噴火 
火山噴火予知連から
4月1日 交過情報 ｢今後も噴火は継続､噴火場所の移動の可能性も｣発表国道230号線と道道の一部交通規制解除で喜茂別-豊浦
○製造工場の変更､配送ルートの変更 
○トラック代行輸送力を補完するため､室蘭～函館､船舶代行輸送を開始
4月2日 臨時火山情
交過情報
間が通り抜け可能になる火山噴火予知連から｢明治噴火の初期に似た活動､軽石噴 の可能性残る｣発表
･高速道路一部交通規制解除国道4 
